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保育所でも、子供たちが大喜びで水あそび。大きいプールに入

ったり、ビニールプールに入ったり毎日元気いっぱいです。

　　今月の特集・住　民　検　診

編集発行　平成2年8月1旧　江南町役場（唇0485－36滋1521）、

発行人江南町長柴田忠雄
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●

診
冒

八
月
二
十
日
～
九
月
二
日

　
健
康
は
、
こ
れ
を
失
つ
て
か
ら
〉
て
の
価
値
を
発
見
す
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
な
と
き
は
か
え
つ
て
、
健
康
の
あ
り
が
た

さ
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
）
て
の
健
康
は
、
病

気
を
し
な
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
心
身
と
も
に
最
良
の
状
態
を
保

つ
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
病
気
は
と
き
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
幸
せ
な
健
康
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

黄
、
・
、
購

　
醗
，
脚

■

●

　『『　－　　『Fl噸

昨年の住民検診の様子

　
最
近
は
、
成
人
病
で
亡
く
な
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

昨
年
度
三
大
成
人
病
（
が
ん
・
心

臓
病
・
脳
卒
中
）
で
四
四
人
の
人

が
亡
く
な
り
、
全
死
亡
者
の
過
半

数
を
超
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
結
核
も
全
国
的
に
増
加

傾
向
に
あ
り
、
町
で
も
昨
年
二
人

の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
は

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
成
人
病
の
早
期
発

見
と
健
康
を
確
か
め
る
う
え
に
も

年
一
回
の
健
康
診
査
を
か
な
ら
ず

再又

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
も
大
里
郡
市
医
師
会
の
協

力
を
え
て
、
昨
年
同
様
午
後
二
会

場
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
付
時
間

内
に
ご
来
場
く
だ
さ
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
診
料
は
無
料
で
す
。

一
、
健
康
診
査
対
象
者

　
◎
四
十
歳
以
上
で
会
社
な
ど
に

　
勤
務
し
て
い
な
い
人
全
員
、
当

　
日
は
健
康
手
帳
と
健
康
診
査
記

　
録
票
を
持
参
く
だ
さ
い
。
な
い

　
人
は
、
当
日
交
付
し
ま
す
。

　
◎
現
在
、
高
血
圧
・
心
臓
病
・

　
糖
尿
病
な
ど
で
治
療
さ
れ
て
い

　
る
人
は
の
ぞ
か
れ
ま
す
。

一
一
、
結
核
検
診
対
象
者

　
　
　
　
　
（
胸
部
X
線
撮
影
）

　
◎
町
内
居
住
の
十
八
歳
以
上
の

　
人
、
た
だ
し
、
学
校
な
ど
で
定

　
期
的
に
受
け
て
い
る
人
、
お
よ

　
び
妊
娠
中
の
人
は
の
ぞ
か
れ
ま

　
す
。

三
、
検
査
項
目

　
◎
胸
部
X
線
撮
影
・
問
診
・
血

　
液
検
査
・
尿
検
査
・
血
圧
測
定

　
・
身
長
・
体
重
測
定
・
医
師
の

　
診
察
。

間
合
せ
　
役
場
保
健
課

　
三
六
－
一
五
二
一
内
線
㎜
・
誕

　
　
●

健
康
意
識
調
査

　
　
　
　
の
ま
と
め

　
調
査
の
目
的

　
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
が
ん
の
三

大
成
人
病
が
死
亡
原
因
の
六
五
％

を
超
え
社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
壮
年
期
か
ら
の
健
康
づ

く
り
が
き
わ
め
て
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
町
民
の

健
康
を
守
り
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

町
で
は
一
般
健
康
診
査
（
住
民
検

診
）
を
始
め
胃
が
ん
検
診
、
子
宮

が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
各
検
診
を
積
極
的
に
実
行
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
個
別
通
知
の

送
付
、
受
診
料
の
無
料
化
な
ど
の

方
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
が
、
受

診
率
は
思
う
よ
う
に
伸
び
て
い
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
健
康
意
識
調
査
を
行

な
い
受
診
で
き
な
い
原
因
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
男
子
四

〇
歳
以
上
の
一
、
三
六
七
人
女
子

三
〇
歳
以
上
の
二
、
六
七
三
人
の
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　日曜健診
一般健康診査（住民検診）

は、各字の集会場などを会

場として平日に行いますが、

今年は仕事などで平日に受

けることができない人や、

日曜日なら受診できる人を

対象に日曜健診をつぎのと

おり行いますので、お知ら

せします。

■対象者

一般健康診査（住民検診）

の対象者

闘日時・費用

9月2日（日）午前9時～

11時　午後1時～3時
受診料は無料です。

■場所
保健センター

■健診項目など

X線間接撮影、間診、血

圧測定、尿検査、血液検査、

身長、体重測定など

■持参するもの

◎個人票（郵送します。）

◎健康手帳（ない人は当日

交付します。）

平成2年度　一般健康診査

　　　　　並びに結核検診日程表
月　日 受　付　時　間 字　　名 健　診　会　場

8月20日（月）
午後12：30～1：30 成　　沢（下） 会　　議　　所

午後2：00～3：00 御正新田（下） 生活改善センター

8月21日㈹
午後12：30～1：30 樋　春　南 集　　会　　所

午後2：00～3：00 樋　春　北 集　　会　　所

8月22日凶
午後12：30～1：30 上　押　切 参宮記念館
午後2：00～3：00 上　新　田 集　　会　　所

8月23日困
午後12：30～1：30 下　押　切 集　　会　　所

午後2：00～3：00 三　　　　本 渡唐神社・社務所

8月24日團
午後12：30～1：30 成　　沢（上） 保健センター
午後2：00～3：00 御正新田（上） 大坂集会所

8月27日（月）
午後12：30～1：30 須　賀　広 集落センター
午後2：00～3＝00 野　　　　原 集　　会　　所

8月28日ψ℃ 午後12：30～2：00 小　　江　　川 農村センター

8月29日㈱
午後12：30～1：30 塩 公　　民　　館

午後2：00～3：00 板　　　　井 農業研修センター

8月30日困

午後12：30～1：30 柴　・千代 柴・千代集会所

午後2：00～3：00
パークシティ

町　全　体

保健センター
（※）

9月2日（日）
午前9：00～11：00

午後1：00～3：00
全　　　　域 保健センター

　
町
民
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
健
康

に
つ
い
て
考
え
、
関
心
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
健
康
か
ど
う
か
の
自

己
判
断
に
つ
い
て
は
、
六
割
の
人

※印は上記の会場へ来られなかった人、および役場周辺の人が来場
してください。

いに　　　◎あなたは、日常生活のなかで次のようなこと

　　　　を感じますか。

・ての　　頭が痛い・重い、

　考ほめまい、たちくらみがある

　えと　 よく眠れない

　’ん
　関ど　　　　　　　　目がチカチカしたり
　　　　　　　　　　　かすむことがある　心の　　　　　　　　　　　心臓がドキドキする　を人　　　　　　　　　ことがある5．5％
　持が
　つ健足がむくむ3・9％

　て康　　無回答　　　　　　　　　12％

、重い一 11．0％

タがある 10．9％

い 8．4

屑こりがする
　　22．9％ 目

17．3％
か
、
’
し、

こ

％
どう

15．4％
夜、
潔戴盤擢麓薦％て

うま農を　　◎あなたは、農作業を行う時に次のようなこ
かす夫し農　とがありますか。

哲樋蒲雛簸て
ま　’症農に

な
る
と
多
少
の
無
理

作
業
を
行
な
う
人
に
、

と
い
う
問
題
が
あ
り

農
家
の
人
に
実
態
を

し
た
。

く感じて
をする 18．1％

28．3％
〉

11．5％ 農
に

40．4％ 別に
なし

無回

も。四。

人
を
対
象
に
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
男
七
一
五
人
、
女
一
、
四
四

六
人
の
合
計
二
、
一
六
一
人
（
回

収
率
五
三
・
五
％
）
の
人
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
次
の
よ
う
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

健
康
に
対
す
る

　
　
　
意
識
に
つ
い
て

が
健
康
と
認
め
て
い
る
半
面
、

三
割
の
人
は
健
康
で
な
い
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生

活
の
中
で
、
ど
ん
な
症
状
を
持
っ

て
い
る
か
で
は
、
肩
こ
り
・
目
の

か
す
み
・
頭
痛
・
め
ま
い
立
ち
く

ら
み
の
順
で
症
状
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
高
血
圧
症
の
疑
い

を
も
つ
人
が
比
較
的
に
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

農
夫
（
婦
）
症
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
業

こ
　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
農

独
　
噛
鵬
劇

鉱
　
　
風
樋
る
勅
隅

鷺
フ
燃
籍
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こ
の
結
果
、
農
家
の
六
割
の
か

た
は
な
ん
ら
か
の
症
状
を
も
っ
て

い
て
も
農
作
業
を
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
農
家

の
人
に
は
、
農
繁
期
前
の
健
康

管
理
に
特
に
ご
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。住
民
検
診
に
つ
い
て

　
町
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
住
民

検
診
に
つ
い
て
は
、
個
別
通
知
と

町
広
報
紙
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の

人
（
九
四
・
四
％
）
が
知
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
受
診
さ
れ

た
人
は
三
割
と
少
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、

医
療
機
関
で
受
け
た
か
ら
と
言
う

人
が
五
割
以
上
い
ま
す
。
こ
れ

は
病
気
通
院
中
あ
る
い
は
、
人
間

ド
ッ
ク
の
補
助
制
度
の
利
用
に
よ

る
効
果
か
と
も
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
都
合
が
悪
い
か
ら
、
と

い
う
人
も
三
割
い
ま
す
の
で
今

後
は
こ
れ
ら
の
人
へ
の
受
診
を

す
す
め
る
た
め
の
方
策
（
日
曜
検

診
の
実
施
や
ピ
ー
ア
ー
ル
）
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
診
さ
れ
た
人
に
対
し

実
施
時
期
お
よ
び
会
場
や
時
間
に

つ
い
て
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
不

満
や
要
望
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◎住民検診を行ってい
　るのを知ってますか。

知っている

　　94．4％

◎63年に行った住民検
　診を受けましたか。

無回答
3．4％

　　　　受けない

　　　　　　62．9％

知らない12．5％

無回答13．1％

受けた

　　33．ア％

各
種
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　
成
人
病
の
中
で
最
も
早
期
発
見

が
必
要
な
が
ん
検
診
の
受
診
状
況

は
、
胃
が
ん
（
九
・
二
％
）
、
子

宮
が
ん
（
九
・
五
％
）
、
乳
が
ん

（
六
・
四
％
）
と
、
い
づ
れ
も
低

い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

受
診
し
な
い
理
由
は
、
都
合
が
悪

か
っ
た
か
ら
（
三
〇
％
）
健
康
に

自
信
が
あ
る
（
二
五
％
）
医
療
機

関
で
受
け
た
（
二
四
％
）
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
も
、

年
に
一
度
は
必
ず
受
診
す
る
こ
と

の
認
識
づ
く
り
を
積
極
的
に
す
す

め
る
必
要
に
せ
畷
て
い
ま
克

◎あなたは、63年度に町で行った胃がん・子宮がん・乳がん検診を
　受けましたか。
　　　　　　　乳がん　　　　　　　　　子宮がん　　　　　胃がん
摯けた　　　　6、4％　　　　　　　　　受けた　　　　　9．5％　　　一

受けない

81．3％受けない

　　　81．0％

た
　
答
け
回
受
無

9，2％

9。5％9．5％無回答

受けた 6．4％

帳回答 9．7％

受けない

　　83．9％

無

健
康
づ
く
り
の
た
め
に

　
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
に
、

町
民
は
ど
ん
な
事
業
を
希
望
し
て

い
る
か
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
一
位
は
が
ん
予
防
の
知
識
、

第
二
位
は
高
血
圧
・
脳
卒
中
予
防

の
知
識
で
、
上
位
を
成
人
病
予
防

の
知
識
が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
訪
問
活
動
事
業
な
ど
の
新
規

事
業
の
ほ
か
、
従
来
か
ら
実
施
し

て
い
る
食
生
活
の
改
善
や
病
気
に

対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
更

に
充
実
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳
脳
脳

號
　
　
活
の
欝
欝

Kして
。
し
か
　
　
　
　
　
　
蕪
　
魏

　　◎あなたが今
　　　で知りたい

がん予防の正しい知識一

高血圧・脳卒中の
知識　　　■
　心臓病予防＿｛
　知識　　運
健康増進の方法　　，

甲（’2

13．5％

方 8．5％

110％
法

13．1％ 這

8．9％ 肇

12．8％
病

病

家雇

無回答旧．0％ 育児

食
生
活
の
状
況
に
つ
い
て

　
食
生
活
に
お
い
て
、
町
民
に
ど

ん
な
味
が
好
ま
れ
て
い
る
か
回
答

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

う
ど
ん
の
汁
で
は
う
す
味
（
五
一

・
八
％
）
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

高
血
圧
症
の
原
因
と
な
る
塩
分
の

と
り
す
ぎ
に
は
、
今
後
も
十
分
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
つ
ぎ
に
「
甘
い
も
の
」
で

賎
曝
（
六
二
．
一
％
）
な
人

が
多
く
、
糖
分
の
と
り
す
ぎ
に
よ

る
肥
満
や
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
不
足
に

よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
が
心
配
に
な

り
ま
す
。

　
つ
い
で
脂
身
の
魚
や
肉
が
好
き

（
五
一
・
四
％
）
と
比
較
的
に
好

き
な
人
が
多
い
の
で
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
過
多
に
よ
る
心
臓
病
の

心
配
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
刺
激

物
（
唐
辛
子
・
わ
さ
び
）
に
つ
い

て
は
、
好
き
（
三
九
％
）
な
人
が

少
な
く
、
あ
ま
り
心
配
は
な
い
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
多
量
の
摂
取

は
胃
が
ん
や
食
道
が
ん
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◎あなたの、好き・嫌いについておうかがいします。

　肉・脂身の魚など　　　甘いもの　　　　　うどん汁

うすい

　　　51．8％

好き

　62．1％

濃い

　32．0％

　
％
　
2
　
　
答
1

回無

嫌い

　　17．6％

回答

・20．3％

　　好き

　　　51．4％

無回答π5％左
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◎人間ドックの希望について

希望する

　　　42。7％

希望しない

　　　　36，0％

無回答

　　21，3％

人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
四

〇
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
て
、

人
間
ド
ッ
ク
ヘ
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
対
象
を
拡
大
す

る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討

資
料
と
す
る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ

ク
に
対
す
る
希
望
を
回
答
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
希
望
す
る
（
四

二
・
七
％
）
、
希
望
し
な
い
（
三
六

％
）
、
無
回
答
（
二
一
・
三
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
代
別
で
は
四
〇
代
・
五
〇
代

に
希
望
者
が
多
く
七
〇
代
か
ら
は

希
望
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
人
間
ド
ッ
ク
の
ピ

ー
ア
ー
ル
に
つ
と
め
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ナースバンクからのお知らせ

保健婦・助産婦・看護婦の資

格をお持ちのかたで、現在勤務

されていないみなさん〃

ナースバンクに登録してみま

せんか。つぎのような特典があ

ります。

1．常勤、パートなど資格を生

かした職場を紹介します。

2、再就職に不安があるかたは、

無料で講習が受けられます。

3．最近の看護事情や求人案内、

講習会の案内などが掲載され

ている「ナースバンクだより」

が、年2回送られます。

■問合せ

ナースバンク費048－824－7266

熊谷保健所　倉23－2811

成分献血登録のお願い

血液センターでは、成分献血に協力してくださる奏成分献血

者ヤを募集しています。協力者については、献血前に十分な検

査を行い健康管理に万全を期しています。協力者を登録し、必

要に応じて成分献血をお願いすることにしています。患者さん

の尊い命を救うために成分献血の登録にご協力お願いします。

老人保健のみなさんへ

お医者さんにかかるときは、

保険証と医療受給者証（健康手帳）

の2つを忘れずに持っていってく

ださい。

秘
嘱
・
π

ゆ健
康
手
帳

募
徐
証

イ

血液成分分離装置で、

患者さんが必要としてい

る血液成分のみを献血し

ていただき、残りの成分

はすぐに献血者にお返し

しますので、献血者の身

体に対する負担が少ない

新しい方法です。

現在、血漿成分献血と

血小板成分献血を実施し

ています。

詳しくは、保健課まで

大会に出場した大竹さん親子

　
　
　
「
母
と
子
の
よ
0
歯
の

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
」
代
表
に
！

　
六
月
四
日
、
熊
谷
保
健
所
管
内
　
　
が
熊
谷
保
健
所
管
内
代
表
に
選
ば

（
熊
谷
・
妻
沼
・
大
里
・
江
南
）
　
　
れ
、
七
月
五
日
の
県
大
会
に
出
場

の
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
　
　
い
た
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
全

ル
」
が
熊
谷
保
健
所
に
お
い
て
開
催
　
国
大
会
に
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
元
年
度
の
三
　
た
が
、
県
大
会
ま
で
出
場
で
き
た

歳
児
健
診
の
結
果
、
江
南
町
代
表
　
　
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
素
晴
し
い
こ

と
し
て
大
字
小
江
川
の
阿
部
航
太
　
　
と
で
す
。

・
海
太
く
ん
兄
弟
と
、
大
字
板
井
　
　
恵
美
ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
す
す
ん

の
大
竹
恵
美
ち
ゃ
ん
の
三
人
が
参
　
で
歯
み
が
き
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

加
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
も
見
習
っ
て
い
つ
ま
で
も
よ
い

　
当
日
は
、
問
診
・
計
測
・
健
康
　
歯
で
い
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

診
査
・
口
腔
診
査
が
行
わ
れ
、
そ
　
し
ょ
う
。

の
結
果
、
み
ご
と
に
恵
美
ち
ゃ
ん
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平
成
二
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で

の
生
徒
指
導
対
策
委
員
会
が
発
展

解
消
さ
れ
、
江
南
町
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
が
新
し
く
発
足
し
、

江南町青少年健全育成協議会
～青少年のすこやか后
　　　　　　　　　　　成長き願っで～

　　青少年健全育成協議会組織・連絡網

（順不同　　O印　地区代表　　□印　理事　　㊥学職経験者）

班 地域 蹴 氏　名 住　　所 電話 備　　考 班 地域 蜘 氏　名 住　　所 電話 備　　考

1 橋本　寛助 成沢1093 3602 民生・児童委員 1 森田　節子 須賀広240 0992 民生・児童委員

2 富田　昭一 押切2458－3 2635 〃
須
2 高橋　常雄 須賀広497 0477 ㊥商工会代表

成

3 井出　クニ 押切2566－31 2406 〃 11 賀 ③ 松本　久明 小江川2203－1 0200 ㊥公民館長

1 沢
園 船橋　廣之 押切2527－9 3804 教育委員長 広 4 清水　正一 樋春2074 3200 南小P副会長

⑤ 曽田　シン 押切2460－6 0559 青少年育成推進委員 圖 吉田　　清 須賀広251 1858 ㊥区長会代表

6 関根　達生 成沢1157－21 1397 熊谷工高PTA代表 野 ① 水野　光好 野原838－2 2365 民生・児童委員
上 12

図 舟橋　勝利 成沢1157－11 0693 青少年相談員 原 2 笠原　　満 野原74 1519 教　育　委　員

8 水野千登世 成沢1058－1 3895 〃 ① 野本　善司 小江川1574 1582 民生・児童委員

成 田 馬場正一郎 成沢490－2 3505 民生・児童委員
小
江 2 井上　和男 小江川2213－3 1014 〃

2 沢 13
川

下 ② 青木紳一郎 成沢500 4891 御正駐在官 3 寺山　初江 小江川2104－2 1349 青少年育成推進委員

1 長谷川高雄 三本1891 2180 民生・児童委員
西
團 宮　　　敬 小江川1865－1 5336 小原駐在官

3
三

図 小柴　文代 三本1927－2 1168 教　育　委　員 14 〃
東
① 井上　和子 小江川727 3644 民生・児童委員

本

3 上杉さだ子 三本32－1 5391 中P補導副部長 1 中島　文恵 塩432 2307 民生・児童委員

4 上新田 ① 柴田　定江 上新田150 0146 民生・児童委員 15 塩 2 武田　恵子 塩1024－2 2415 南小P補導副部長

① 新井　久平 三本1997－3 2451 〃 ③ 中島　武平 塩432 2307 保　　護　　司
上

2 御正山英子 押切686 1991 青少年育成推進委員 団 宇治川正忠 板井704 2240 民生・児童委員

3 笠原　金久 押切802 0272 保　　護　　司
板
② 飯島　啓作 板井878－1 1369 〃

5 押
囮 笠原井知男 押切825 0070 中P副会長 16 3 渡辺　豊子 板井773－2 6411 幼稚園P会長

切
5 松本　芳治 押切734 1363 ㊥商工会代表 井

園 宇治川彰一 板井704 2240 小川高校PTA代表

6 新井　コウ 押切696 2426 ㊥婦人会長 5 吉野　喜彦 板井540 2885 川本高校PTA代表

下 ① 大島　　清 押切370 2373 民生・児童委員 17 柴 ① 柴　サッヱ 柴150 0930 民生・児童委員
6 押
切 2 持田　包雄 押切145－1 1574 ㊥教育委員 ① 上杉　　正 千代600 1900 〃

樋 ① 滝田　孝夫 樋春312 3930 民生・児童委員 18
千

2 冨田　宗平 千代370－2 1580 ㊥町議会代表
7 春 代
南 囮 高田　　清 樋春326 1884 翻社会教育委員長 3 中島恵美子 千代205－12 2380 中学P補導委員長

① 小島　貴一 樋春996 4497 民生・児童委員 パシ ① 村上　春蔵 押切2653－144 4174 民生・児童委員
樋 19 1テ

囮 笠原　尚子 樋春1015 0326 青少年育成推進委員 クィ 2 吉本　千代 押切2653－161 3498 南小P補導部長
8 春
3 小島　一男 樋春997 0909 熊谷農高PTA代表 囮 佐久間義雄 江南幼稚園 3373 幼　稚　園　長

北

4 小島　芳房 樋春1004 2178 ㊥区長会代表 2 古沢多実子 〃 〃 主　任　教　諭

御
① 水野　龍夫 樋春1952－5 1174 民生・児童委員 幼

稚
團 瀬下　裕仁 江南南小学校 1305 校　　　　　長

2 高田　　和 御正新田1133－1 0012 〃 園 4 松本　暢佑 〃 〃 生徒指導主任
正 20

3 折川　高一 御正新田1067－2 2655 ㊥町議会代表 固 村山　正雄 江南北小学校 1389 校　　　　　長
9 新
4 小松原秀元 樋春1980－4 4657 熊谷商高PTA代表

掌
6 宇治川彰一 〃 〃 生徒指導主任

田 校

5 宮沢千恵子 御正新田1255－15 6021 北小P補導副部長 国 服部　喜昭 江南中学校 1335 校　　　　　長
上
團 栃沢　りう 御正新田1114－1 3919 保　　護　　司 8 藤野　　香 〃 〃 生徒指導主任

御 ① 船橋　よし 御正新田570 1819 民生・児童委員 1 岡部　　進 教育委員会 5468 教　　育　　長
正 事

10 新 囮 森田　富子 御正新田342 0857 北小P副会長 21 務 2 吉田　久雄 〃 〃 教　育　次　長
田 局
下 3 舟橋　時子 御正新田193 2363 北小P補導部長 3 木村　巳美 〃 〃 学校教育指導員
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仕
事
と
組
織
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
、
青
少
年
の
健

全
な
成
長
・
発
達
を
は
か
る
た
め

本
年
度
は
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た
を

中
心
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

青少年健全育成協議会事業計画平成2年度

　
　
　
　
　
　
　
●

し
た
。
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
正
副
会
長
お
よ
び
本
年

度
の
事
業
計
画
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。○
会
長
　
船
橋
廣
之

　　O　　副
〃〃会
　　長

笠瀬馬

原下場

井裕正
知　　一
男仁郎

回 事　業　内　容 期　日 会　　場 対　　　象 備　　　考

○江南町青少年健全育成協議会会則

（案〉の検討・承認

○平成2年度江南町青少年健全育成 町民体育館
1 ％困 全　　　会　　　員 第1回全体会
協議会組織づくり 会　議　室

○年問事業計画の検討並びに承認

○映画を通しての研修

2 ○社明運動講演会関係の依頼事項検討 9f働 同　　　上 理　　　　　　事 第1回理事会

3 ○非行防止パンフの原案つくり ％り℃ 同　　　上 理　　　　　　　事 第2回理事会

4 ○社明運動講演会 ％（水） 南小体育館 全会員・南小PTA 主催町・保護司会

○夏休み中の生徒指導対策 第2回全体会
町民体育館

5 ○補導巡視計画 ％（水） 全　　　会　　　員 講師（高校教職員）
会　議　室

○高校生における生徒指導 各地域代表選出

6 ○非行防止パンフの配布 ヌi4出 各校・町内全戸 区　長　経　由

7 ○夏休み中の町内巡視補導 ％・17働 北南小学校区 理事・各地域代表

○夏休み中の生徒指導の反省 第3回全体会
○町内巡視状況報告 町民体育館
8 ％休〉 全　　　会　　　員
O小中高校生問題行動の実態につい 会　議　室 講師（駐在官）

ての研修

9 ○教育講演会準備会 ％ω℃ 同　　　上 理　　　　　　事 第3回理事会
10 O教育講演会 北小体育館 全会員・北小PTA

○冬休み中の生徒指導対策 町民体育館 第4回全体会
11 ％（効 全　　　会　　　員
○万引防止についての研修 会　議　室 講　師（商店主）

12 ○最終全体会の議案の検討 ％（湘 同　　　上 理　　　　　　事 第4回理事会
○春休み中の生徒指導 第5回全体会

○平成2年度事業の反省
13 ％㈹ 同　　　上 全　　　会　　　員
○青少年健全育成協議会則の見直し

○平成3年度事業計画案検討

※上記以外に各地域、各校の事態・動向によっては、臨時に事業を加える。

●
区
画
整
理

　
　
　
　
だ
よ
り

◎
活
発
討
論

　
　
　
班
ブ
ロ
ッ
ク
別
説
明
会

　
事
業
の
早
期
実
現
を
目
指
し
て

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
班
別
説
明
会
を
六

月
よ
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
や
事
業
の
し
く
み
の
説
明
を
し

た
後
、
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
や
意

見
を
お
受
け
致
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
班
ブ
ロ
ッ
ク
別
と
あ

っ
て
、
ご
近
所
で
声
を
掛
け
あ
っ

て
み
え
ら
れ
た
人
や
ご
夫
婦
で
み

え
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
質
問
と
し
て
は
、
移
転
や
換
地

に
つ
い
て
、
又
減
歩
や
清
算
金
に

つ
い
て
の
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

地
権
者
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
戸
別

訪
問
を
行
な
い
事
業
内
容
の
ご
理

解
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
又
、
次
の
作
業
と
し
ま
し
て
は

施
行
区
域
を
確
定
す
る
た
め
に
、

地
区
界
測
量
と
現
況
測
量
を
実
施

す
る
予
定
で
す
の
で
、
地
権
者
の

皆
さ
ん
に
は
改
め
て
通
知
を
差
し

上
げ
ま
す
が
、
特
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
事
業
の
し
く
み
に
ご
理
解
を

　
説
明
会
に
あ
た
り
、
個
々
の
減

歩
率
や
清
算
金
や
換
地
先
が
わ
か

ら
な
け
れ
ば
不
安
だ
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
段
階

で
は
全
体
の
平
均
減
歩
率
や
建
物

補
償
な
ど
の
基
本
的
方
針
は
示
せ

て
も
、
具
体
的
な
こ
と
と
な
り
ま

す
と
今
後
の
作
業
を
踏
ま
え
ま
せ

ん
と
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
土
地
区
画
整
理
事
業
の
特

徴
で
す
が
、
今
後
地
権
者
の
皆
さ

ん
と
の
段
階
的
な
話
し
合
い
の
中

で
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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母　　親　　学　　級

　　取材します

　係では、みなさんからのお

たよりをおまちしています。

みなさんの身近な話題やでき

ごとなど、広報こうなんに掲

載してみたいものがありまし

たら、どしどしご連絡くださ

い。取材にうかがいます。

　連絡は総務課広報係まで

　a36－1521まで

カ

メ

ラ
リ
ポ

一婦人学級・高齢者の

ための楽しい教室

　　　　　　（合同）一

　　　　6月8日、勤労福祉センター

　　　を会場に、日本画家大野百樹先

　　生をむかえ「美の心」と題し、

　　　ご自身の芸道精進の人生体験を

構灘通して話され、学級生に多大な

．懸鐡感動を与えました。

ト

社会を明るくする運動

　第40回社会を明るくする運動

（7月1日～31日）実施中の7
月4日、南小体育館に東京オリ

ンピック金メダリストの佐々木

節子さんを迎え、￥、バレーボール

と私”と題した講演会が行われ

ました。

　当日は、360人のみなさんが

熱心に講演を聞いていました。
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掃繋9嚇需㊥ 露

こども自転車大会10位に

　第24回交通安全こども自転車埼玉県大

会が7月17日、上尾市運動公園体育館に

おいて開催されました。この大会、過去

2回北小学校が出場していましたが、今

回は、南小学校の生徒が参加し、1ヵ月

にわたる練習の結果、参加38校のうち10

位と大けんとういたしました。

墜
Ψ
歴

　　　　バレーボール審判講習会

　7月9日、熊谷商業高校女子バレーボール部顧問、
岡田政光先生を迎え、審判講習会が町民体育館で行

われました。各字の婦人バレーボールチームより29
名のママさんが参加して熱心に指導をうけました。

地域交流少年柔道大会

　7月1日、江南中学校柔道場を会場に、

第3回地域交流少年柔道大会が開催され、

江南町・大里村・花園町・寄居町の4町

村から多数参加して行われました。熱戦

が展開され、江南柔道愛好会からは、個

人戦で多くの入賞者を出し、団体戦でも

2位になりました。

ス
ポ
一
リ
ハ
イ
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

　　　バドミントン大会
第6回江南田Pくドミントン大会が6月●卜

24日、町民体育館で開催され、町外から

も多くの参加者がありました。



夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
　
7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日

（1①広報こ、うなん平成・2年8月1日発行

　
つ
ぎ
の
と
お
り
平
成
二
年
度
江

南
町
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
職
務
内
容
及
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
行
政
事
務
　
　
　
若
干
名

■
受
験
資
格

　
男
女
問
わ
ず
つ
ぎ
の
人
が
受
験

で
き
ま
す
。

・
昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
（
学
歴
不
問
）

■
試
験
の
日
時
及
び
場
所

qD
筆
記
試
験

・
日
時
…
…
九
月
三
十
日
㈲

・
場
所
…
…
吹
上
町
立
吹
上
中
学

⑭
口
述
試
験
・
身
体
検
査

・
日
時
…
…
十
月
十
九
日
の
予
定

・
場
所
…
：
江
南
町
役
場

■
合
否
の
発
表

　
十
月
下
旬
に
受
験
者
全
員
に
通

知
。
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
町
役

場
掲
示
場
に
掲
示
。

■
申
込
手
続

　
応
募
書
類
に
必
要
な
事
項
を
記

入
し
て
、
町
役
場
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
に

よ
り
申
し
込
む
場
合
、
封
筒
の
表

に
（
採
用
試
験
）
と
朱
書
き
し
て

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
八
月
十
三
日
㈲
か
ら
八
月
十
八

日
qD
ま
で
受
付
、
平
日
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
土
曜
日

は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
と
し
、

イ
，
＞
，
践
＞
イ
、
＞
イ
．
ト
ィ
、
＞
く
＞
イ
，
＞
ノ
、
＞
ノ
『
＞
く
＞
｛
＞
「
へ
＞
イ
、
＞
イ
＞
く
＞
，
、
＞
ン
、
＞
く
ト
ィ
、
＞
，
「
＞
イ
＞
イ
、
＞
く
＞
く
＞
く
＞
ノ
㌧
チ
ィ
，
＞
イ
．
＞
イ
．
ト
一
氏
＞
イ
，
＞
イ
＞
く
ト
く
＞
イ
，
＞
く
ト
ィ
、
＞
ノ
、
＞
イ
．
＞
ノ
、
＞
イ
，
＞
イ
＞
く
＞
イ
、
＞
イ
、
＞
イ
、
＞
イ
、
＞
イ
、
＞
く
＞
イ
＞
イ
・
＞
イ
・
＞
イ
・
＞
イ
・
＞
＜
＞
イ
・
＞
く
＞
「
イ
・
＞
イ
・
＞
く
＞
イ
、
卜

■
試
験
の
日
時
・
場
所

　
第
一
次
試
験

　
　
平
成
二
年
九
月
三
十
日
㈲

　
　
午
前
八
時
三
十
分

　
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

■
募
集
職
種

　
消
防
職
員
（
男
子
）
七
名

　
消
防
職
員
（
女
子
）
二
名

■
受
験
資
格

　
一
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内

　
　
市
町
村
及
び
隣
接
市
町
村
に

　
　
居
住
す
る
人

　
二
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、

　
　
短
期
大
学
又
は
高
等
学
校
を

　
卒
業
し
た
人
及
び
卒
業
見
込

　
み
の
人
、
又
は
こ
れ
ら
の
人

　
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る

　
人
で
昭
和
四
十
一
年
四
月
二

　
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
四
月

　
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

三
、
身
長
は
男
子
一
六
〇
セ
ン

　
チ
メ
i
ト
ル
以
上
、
女
子
一

　
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

　
で
、
消
防
活
動
に
耐
え
ら
れ

　
る
体
力
を
有
す
る
人
（
た
だ

　
し
、
色
盲
、
色
弱
、
裸
眼
で

　
○
・
六
以
下
、
内
臓
疾
患
者

聴
力
異
常
噸
除
㌔
）

　
四
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
　
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

　
②
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

　
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

　
く
な
る
ま
で
の
人

　
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後

　
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は

　
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

　
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

　
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

　
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

■
受
験
申
込
書
の
交
付

　
　
受
験
申
込
用
紙
は
、
熊
谷
地

　
区
消
防
本
部
総
務
課
、
熊
谷
・

郵
送
の
場
合
は
八
月
十
八
日
GD
ま
㎜

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
㎜

■
応
募
書
類
の
請
求
　
　
　
　
　
噺

・
埼
玉
県
町
村
会
所
定
の
「
職
員
鼎

採
用
試
験
申
込
書
」
を
町
役
場
に
冊

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
㎜

■
そ
の
他
注
意
事
項
・
問
合
せ
　
…

・
応
募
書
類
を
受
理
し
た
場
合
は
㎜

受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。
　
　
　
　
…

・
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
…

は
、
町
役
場
総
務
課
へ
　
　
　
　
帥

　
　
　
　
台
　
三
六
－
一
五
一
二
…

　
　
　
内
線
　
二
二
六
・
二
二
七
㎜

　
中
央
・
妻
沼
消
防
署
、
玉
井
、
　
㎜

　
荒
川
・
江
南
・
大
里
分
署
の
ほ
㎜

　
か
、
妻
沼
町
、
江
南
町
、
大
里
㎜

　
か
ら
交
付
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
囲

■
申
込
書
の
受
付

　
　
八
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
七
…

　
日
ま
で
（
土
曜
日
は
午
後
○
時
隠

　
三
十
分
ま
で
、
日
曜
日
は
除
く
〉

◎
こ
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
の
お
…

問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
理
的
に
台
風
の
経
路
に
当
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
我
が
国
で
は
、
毎
年
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
台
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
し
で
も
被
害
を
少
な
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
日
頃
の
心
構
え
と
、
備
え
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘
れ
ず
万
全
の
対
策
を
た
て
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
　
「
備
え
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
注
意
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
頃
の
心
掛
け
と
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象

村
の
各
役
場
で
八
月
十
三
日
帽
囲
情
報
や
注
意
報
に
気
を
つ
け
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ト
フ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊
◎
住
居
付
近
の
地
形
、
地
質
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
い
か
を
調
べ
、
安
全
な
避
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎
場
所
と
そ
の
経
路
を
確
認
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非

願
い
し
ま
す
。

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

　
　
総
務
課
　
人
事
会
計
係

　
熊
谷
市
大
字
原
島
六
七
五
ー
一

　
費
　
二
二
－
四
四
四
四

螂纏一．五．

二
．
七
）

F
、
常
袋
に
入
れ
、
水
に
濡
れ
て
も
住

剛
所
、
氏
名
な
ど
が
消
え
な
い
も
の

㎜
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

㈹
◎
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
、

睨
携
帯
用
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て

剛
お
き
ま
し
ょ
う
。
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人権擁護委員に

村さん
ば　なたの相談相手です

ρ（　　　1

招加

　（（

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
こ
　
　
　
　
　
ゼ

畜
　
幽
，

愚
　
　
　
．
盛

ρ

　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
ζ

燭

o

木

一人権

　
広
報
こ
う
な
ん
六
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
町
で
は
人
権

擁
護
委
員
の
一
名
増
員
を
計
画
、

大
字
千
代
の
木
村
巳
美
さ
ん
を
推

せ
ん
し
て
い
ま
し
た
が
、
七
月
一

日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
に
な

り
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
昭
和
四
年
二
月
十

一
日
生
れ
。
昨
年
三
月
に
上
尾
市

立
芝
川
小
学
校
長
を
定
年
退
職
さ

れ
る
ま
で
、
四
十
年
以
上
教
育
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
の
人
権
擁
護

委
員
は
次
の
と
お
り
二
名
と
な
り

ま
し
た
。

　
柴
　
　
芳
夫
さ
ん

　
　
　
　
柴
一
五
三
番
地

　
　
電
話
　
三
六
I
O
九
三
一

　
し
　
　
　
　
　
　
　
謂
像
・
唖
．

探
吟
　
　
　
ゾ

銅
．
趨

熊
越
ー
、
婆
嚢
、

　
　
’
，
、

　
、
ー
　
　
　
‘
、
　
　
　
　
一

　
木
村
　
巳
美
さ
ん

　
　
　
　
千
代
一
〇
八
番
地
一

　
　
電
話
　
三
六
－
二
二
八
一

　
ま
た
、
八
月
以
降
の
人
権
相
談

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
　
程

　
八
月
二
十
八
日
（
火
）

　
十
月
二
十
三
日
（
火
）

　
十
二
月
十
一
日
（
火
）

平
成
三
年

　
二
月
二
十
六
日
（
火
）

※
時
問
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
三

　
十
分
～
正
午
、
場
所
は
勤
労
福

　
祉
セ
ン
タ
i
第
二
研
修
室

ー
…
ー
ー
ー
ー
…
ー
…
ー
ー
　
　
　
ー
…
ー
ー
ー
ー
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
句
の
歳
時
記
で
も
、
夏
の
季
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
入
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
の
上
の
ほ
う
は
、
氷
の
結
晶
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
夏
ば

　
入
道
雲
に
は
、
地
方
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
。

坂
東
太
郎
、
信
濃
太
郎
、
丹
波
太

郎
、
岩
見
太
郎
、
比
古
太
郎
な
ど

で
す
。
あ
な
た
の
地
方
で
は
、
ど

ん
な
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
か
。

　
こ
れ
ら
の
名
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
太
郎
と
い
う
男
性
の

名
が
付
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

入
道
雲
は
、
稲
妻
や
雷
鳴
、

夕
立
な
ど
を
も
た
ら
す
暴
れ

ん
坊
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
入
道
雲
と
い
う
と
、
夏
に

海
水
浴
場
な
ど
で
見
か
け
る

豪
快
な
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

か
り
で
な
く
、
冬
に
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
入
道
雲
は
、
気
象
学
で
は
積
乱

雲
で
す
。
上
昇
気
流
の
た
め
に
で

き
る
雲
で
、
垂
直
に
大
き
く
伸
び
、

と
き
に
は
、
地
上
か
ら
一
万
三
千

メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
こ
と
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覆

　
　
　
　
　
　
楚
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊

　
　
　
／
　
＝

　
　
り
ま
す
。

　
　
峰
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

　
　
る
の
で
、
峰
雲
と
か
雲
の
峰

　
　
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

　
　
鉄
床
（
か
な
と
こ
。
板
金
作

　
　
業
な
ど
の
台
、
鉄
砧
と
も
書

　
　
く
）
雲
と
い
わ
れ
る
の
も
同

　
　
じ
雲
。
雲
の
頂
が
平
ら
に
な

っ
て
、
鉄
床
に
似
て
い
る
の
で
、

こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
雲
が
出
る
と
天
気
が
変
わ

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
特
に
海
水

浴
、
登
山
な
ど
の
と
き
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
八
月
一
日
か
ら
七

日
は
、
「
観
光
週
問
」
。
観
光
地
の

自
然
や
文
化
財
は
、
わ
た
し
た
ち

み
ん
な
の
も
の
で
す
。
マ
ナ
ー
を

守
り
、
空
き
缶
な
ど
を
捨
て
な
い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

題
聖
塾
塾
腎
2
暑
、
題
暑
暑
’
セ
象
蓄
警
睾
含
～
聖
2
豊
聖
塾
豊
屠
題
塾
題
『
譜
豊
御

㎜
◎
家
庭
で
防
災
に
つ
い
て
（
八
月

㎜
三
十
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
防
災

㎜
週
間
）
話
し
合
い
、
対
応
に
つ
い

㎜
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

㎜
　
台
風
が
近
づ
い
た
場
合
の
対
応

㎜
◎
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
台
風

㎜
情
報
を
よ
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。

㎜
◎
河
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人

㎜
は
、
川
の
水
か
さ
に
注
意
し
ま
し

…
　
よ
・
つ
o

㎜
◎
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は

㎜
早
め
に
家
具
な
ど
、
高
い
場
所
に

…
移
し
ま
し
ょ
う
。

㎜
◎
飲
料
水
と
、
少
な
く
と
も
二
食
分

朋
程
度
の
食
料
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

㎜
　
避
難
す
る
と
き
の
注
意

㎜
◎
老
人
、
子
供
、
病
人
、
身
体
の

㎜
不
自
由
な
人
の
い
る
家
庭
は
、
早

…
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

…
◎
災
害
の
状
況
を
軽
く
み
な
い
で

㎜
消
防
、
警
察
な
ど
の
防
災
機
関
の

㎜
広
報
に
注
意
し
、
指
示
に
し
た
が

㎜
い
ま
し
ょ
う
。

…
◎
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
火
の
始
末

㎜
と
戸
締
り
を
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。

㎜
◎
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
と

…
し
、
特
に
頭
の
保
護
の
た
め
ヘ
ル

㎜
メ
ッ
ト
や
厚
手
の
帽
子
ま
た
は
、

璽ずき

ん
を
か
ぶ
り
、
靴
は
底
の
丈

㎜
夫
な
ズ
ッ
タ
靴
で
手
袋
も
用
意
し

…
ま
し
ょ
う
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
　
7
月
2
0
日
～
8
月
31
日
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役
場
は
、

地
名
は
語
る

『
男

　
　
お
　
　
　
　
　
　
お
　
ぷ
き

　
　
男
会
は
小
被
と
も
書
か
れ
ま
す

・
が
、
男
会
の
文
字
が
奈
良
時
代
か

　
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
会
郡
よ
り

　
税
金
と
し
て
物
納
さ
れ
た
麻
布
に

　
こ
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
奈

　
良
の
正
倉
院
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
会
は
寝
具
を
意
味
し
、
ふ
と
ん

　
の
こ
と
で
す
。
奈
良
時
代
に
な
ぜ

　
寝
具
の
言
葉
が
地
名
に
使
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
い
し
ょ

　
の
で
し
ょ
う
か
。
特
別
な
由
緒
が

　
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
代
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
と
ニ
　
お

　
新
天
皇
が
即
位
す
る
時
、
「
真
床
男

　
ふ
ま
の
　
ぎ

　
会
之
儀
」
と
呼
ぶ
儀
式
を
行
い
ま

　
す
。
こ
の
寝
具
で
一
夜
を
過
ご
す

　
こ
と
に
よ
り
、
神
の
力
や
祖
先
の

裳
』

毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

第2話

霊
力
を
得
る
と
い
い
ま
す
。
儀
式

に
使
わ
れ
る
寝
具
は
ど
こ
か
で
特

別
に
作
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
男
会
の
名
は
現
在
の
寄
居
町
に

残
さ
れ
ま
し
た
が
、
奈
良
・
平
安

時
代
か
ら
江
戸
時
代
末
ま
で
寄
居

・
川
本
・
江
南
・
小
川
・
嵐
山
・

滑
川
の
町
村
を
含
む
郡
名
で
し
た
。

　
中
世
以
降
た
び
た
び
、
範
囲
が

変
動
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
周
辺

の
滑
川
町
、
小
川
町
、
嵐
山
町
は

比
企
郡
に
編
入
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
江
戸
時
代
に
は
寄
居
町
、
川

本
町
、
江
南
町
と
郡
の
広
さ
は
奈

良
時
代
の
約
半
分
に
な
っ
て
し
ま

，
節

い
ま
す
。
明
治
二
十
九
年
、
郡
制

の
変
更
に
よ
り
男
会
郡
は
廃
止
さ

れ
大
里
郡
へ
統
合
さ
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
江
南
町
の
範
囲
で

男
裳
郡
に
属
し
て
い
た
の
は
、
大

字
名
の
塩
（
写
真
は
塩
に
残
る
馬

頭
観
音
の
石
碑
－
江
戸
時
代
）
板

井
、
柴
、
千
代
、
小
江
川
、
須
賀

広
、
野
原
で
、
町
の
南
地
区
で
す
。

　
地
名
の
移
り
変
り
は
古
墳
や
寺

を
残
し
た
豪
族
や
武
士
た
ち
と
時

代
や
政
治
の
変
化
と
深
く
関
係
し

て
い
ま
し
た
。
奈
良
時
代
、
埼
玉

県
は
武
蔵
国
に
属
し
、
十
五
の
郡

が
あ
り
ま
し
た
。
郡
の
格
付
は
大

中
小
下
に
分
け
ら
れ
、
男
会
は
中

郡
で
す
。
周
辺
の
比
企
、
大
里
、
埼

玉
等
、
他
郡
の
大
半
は
小
か
下
郡

で
す
。
当
時
の
男
会
郡
は
生
産
力

が
高
く
、
人
口
も
多
い
豊
か
な
地

域
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
を

裏
付
け
る
遺
跡
も
多
数
残
さ
れ
、

経
済
面
だ
け
で
な
く
文
化
的
方
面

で
も
先
進
地
で
あ
っ
た
と
い
え
ま

す
。
特
に
鎌
倉
時
代
に
は
畠
山
重

忠
の
本
拠
地
と
な
り
、
日
本
で
最

古
の
板
碑
が
嘉
禄
三
年
（
二
一
二

七
年
）
、
江
南
町
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
重
忠
の
滅
亡
以
後
、
男

会
の
名
は
し
だ
い
に
縮
少
し
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
う
を
畠

俳
句
会
⑮

去
り
難
き
思
い
の
尽
き
ず
梅
雨
の

墓
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
八
郎

梅
雨
晴
れ
や
傘
も
て
あ
そ
ぶ
下
校

の
児
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

束
の
間
の
霧
れ
も
見
ず
し
て
梅
雨

の
旅
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

さ
な
ぶ
り
や
酌
む
手
甲
の
黒
光
り

　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

感
想
文
書
い
て
尚
読
む
夏
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

青
田
か
ら
来
る
そ
よ
風
に
ひ
と
眠

り
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

夜
の
川
優
し
く
淡
い
蛍
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

田
植
足
袋
引
き
は
が
し
脱
ぐ
午
后

七
時
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

一
望
の
青
田
豊
か
や
水
の
揺
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

梅
雨
晴
間
ネ
ク
タ
イ
肩
に
放
り
上

げ
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

梅
雨
し
と
ど
地
蔵
の
頭
巾
色
あ
せ

て
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

十
薬
の
白
き
匂
ひ
や
タ
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

　
　
の

合
羽
着
る
こ
と
な
く
早
苗
植
へ
終

る
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

賑
や
か
に
代
田
流
る
る
話
し
声

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

梅
雨
長
し
思
い
出
傘
に
触
れ
て
み

る
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
洋
子

梅
雨
の
日
の
傘
の
華
や
ぐ
歩
道
か

な
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

番
傘
に
宿
の
名
太
く
梅
雨
の
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

地
図
拡
げ
夫
と
旅
す
る
梅
雨
ひ
と

日
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

梅
雨
の
土
間
お
ん
も
へ
出
た
い
ベ

ビ
ー
靴
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

梅
雨
深
し
三
重
の
塔
天
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

梅
雨
晴
間
麦
焼
く
煙
え
ん
え
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
ェ

早
乙
女
の
姿
に
変
は
る
鉄
の
爪

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

沼
の
淵
影
ゆ
ら
ゆ
ら
と
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

抱
く
腕
に
孫
の
ぬ
く
も
り
梅
雨
の

朝
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

お
七
夜
の
嬰
や
涼
風
に
大
あ
く
び

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

　
　
　
　
　
　
　
つ
へ
｝

　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
舛
、

　
　
　
　
　
　
　
a

　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
O

　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
、
　
　
　
0

　
　
　
　
戸
e
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埼玉県農林公園催物（8・9月）

級学林農花き園芸講座

開催日 時　　間 内　　　　　　容 開催日 時　　間 内　　　　　　容

％日（斜 午後1時30分 秋野菜づくりの基礎 ％日㈹ 午前10時 料理教室（冷や汁料理）

22日（オり 午後1時30分 薬草あれこれ 12日（日） 午前10時 自然観察

29日（船 午後1時30分 花と植木を丈夫につくるには （魚の生態教室、タナゴの生態）

25日（土） 午前9時30分 農業体験（キャベツの定植）

■申込み 25日（土） 午後1時30分 自然観察（魚っり）

川本町大字本田5768一 1 26日（日） 午前10時 木工教室（かたぬき）

○花き園芸講座 26日（日） 午後2時 農業体験（ハボタンの移植）

植物振興センター分室 29日（弱 午前10時 料理教室（モロヘイヤ料理）

費83－2841 31日働 午後1時30分 自然観察
○農林学級 （金魚の飼い方とつかみ取り）

農林公園管理事務所 ％日（日） 午前10時 農業体験（カリフラワーの定植〉

台83－2301 2日（日） 午後2時 農業体験（はくさいの定植）

■費用は無料です。 9日（日） 午前10時 木工教室（かたぬき）

み

大字本田5768－1

芸講座

振興センター分室

一2841

　
所
　
務
　
事
　
理
　
管
　
園
級
公
一2301

■申込

　川本町

○花き園

　植物

　費83
0農林学

　農林

　台83
■費用は■費用は無料です。

皿
町
営
水
道
の
工
事
は

㎜
　
町
の
指
定
工
事
店
で

牌
　
町
営
水
道
の
給
水
工
事
（
新
設
、

㎝
増
設
、
改
造
、
修
理
）
は
、
材
料

岬
や
施
工
方
法
な
ど
に
つ
い
て
町
の

皿
基
準
が
あ
り
、
条
例
に
よ
り
「
江

…
南
町
水
道
工
事
指
定
店
」
で
な
け

ナ
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

か

㎜
　
水
道
の
故
障
・
修
理
は

皿
　
　
　
当
番
の
指
定
工
事
店
へ

ト許肺卜距

8月の当番日 工事店名 住所・電話

1・6・11・16・21・26。31 ㈲笠原設備工業所 上新田411

36－3662
2・7・12・17・22・27 ㈲松本設備

小江川2224

36－5177
3・8・13・18・23・28 ㈲加藤ポンプ店

千代411－15

36－0310
4・9・14・19・24・29 ㈱光栄　建設

須賀広59

36－1052
5・10・15・20・25・30 ㈱コ　バ　ヤ　シ

板井1037

36－1206

お
誕
生
お
め
で
と
う

成
沢
　
瀬
山
康
多
長
男

　
長
瀬
由
美
子
長
女

　
萩
原
佳
祐
長
男

三
本

　
村
田
康
太
長
男

　
長
谷
川
司
二
男

上
新
田

　
柴
田
昌
宏

　
　
○

叡
泌

役
場
は
、
毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
（
廠
離
匙

〔
六
月
中
届
出
〕

　
　
　
押
切

（
明
）

（
健
司
）

（
史
郎
）

（
喜
幸
）

（
幸
男
）

長
男
（
稔
）

　
権
田

　
山
崎
樋
春

　
田
村

須
賀
広
宮
脇

　
高
橋
板
井

　
富
岡

　
鳴
海

柴　
柴

拓
弥
　
長
男
　
（
秋
男
）

孝
紘
長
男
（
孝
）

亮
長
男
（
博
）

■

博
也
　
三
男
　
（
久
志
）

侑
里
　
長
女
　
（
克
典
）

美
穂
長
女
（
香
）

衿
香
　
長
女
　
（
英
樹
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人のうごき

　　7月1日現在
人　口　　11，644人　　十6

男5，753人十6
女5，891人±0
世帯数　　3，214　　十5
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ぽしゆう

第41回埼玉県統計グラフ

i■間合せ
i　県人事委員会事務局任用課
ロ

・　　　費048－824－2111

：　内線5011、5012まで

　コンクール作品募集　i
　　　　　　　　　　　　　　：
　県では、わたしたちの日常生i
I活や社会の出来事などについてi

iの統計データを使った統計グラi

iフ作品を募集しています。　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

そうだん

・■対　　象

i　小学校、中学校、高等学校、

：大学など在籍する児童・生徒・

：学生および一般。

行方不明の人をさがす

噂
　　　■テーマ　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　自由（ただし、小学校3年生：■内

：以下は、児童が観察した結果を
こ

iグラフにしたものとする。）

：■締　　切

i　9月10日（月〉

：■問合せ
：　県統計課　費048－824－2111

：　　　　　　内線2183まで

相談所開設

しけん
平成2年度埼玉県職員

初級採用試験

1■日　　時

i　8月8日（水）

i　午前9時から午後5時まで

i■場　所
1　熊谷警察署

　　　　容

：

：■間合せ
：　熊谷警察署　台21－0042
：

i　相談事業の利用案内

：　（助埼玉県県民活動総合センタ
」

：

ロ

：■内　　容

ド

：　家族、友人などが家出し、行1

：　方がわからないかたがいまし：

：　たらお気軽にご相談ください。：

：　ボランティア、社会福祉社会1

：教育、婦人、青少年、高齢者の各・

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　8月14日（火）・8月28日（火）　　：

i　午前9時30分～正午まで　　　i

i■場　所　　　　　　i
i　勤労福祉センター第2研修室i

i■内　容　　　　　　i
i　日常生活での悩みごとなど　i

i■問合せ　　　　　　i
i　社会福祉協議会　内線252　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　害　虫駆除　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　これからの季節、ハチ・ダニi

iその他の不快害虫に悩まされるi

：時期です。　　　　　　　　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i　不快害虫でおこまりの人は、　i

i相談・お問い合わせを　　　　i

i　埼玉県害虫防除事業協同組合i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　君048－854－4817　　　　　　　　　　’
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

その他

1一では、広く県民活動一般に関・■日

・する相談事業を実施しています。1

i求人企業合同説明会
：

i■対　象
i　大学・短大・専門学校卒業予・

i定者、平成2年3月卒業者

i　　時
i　8、月20日（月）午前10時～

i■場　所
i　熊谷市立勤労会館

i　熊谷市石原1410－1君24－5007・

埼玉県では、平成2年度県職1活動及び生涯学習に関すること。：■間合せ

　　：員等採用初級試験及び第2回警
　　ロ
　　：察官等採用試験を実施します。
　　に
●●■試験区分●雛
　　　　○初級試験（一般事務、電気、　　『
　　9

6
，

1

：■受付期間

：　郵送　8月27日（月）から

：　　　　9月14日（金）まで

i　持参　8月27日（月）から

：　　　　9月17日（月）まで
：

：

；

：

：

：　月3日（月）まで
昏

　■日　　時　　　　　　　　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

1　毎日10時～16時　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　コ1’舞玉県質民～舌動系惹合センターi

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　土木、農業、市i
　　　　　町村立小・中学i
　　　　　事務、警察事務）i

O免許資格職試験（栄養士（B））i

O警察官　　　　　　　i
O婦人警察官　　　　　i
O交通巡視員　　　　　　　　i

　ただし、警察官、婦人警察：

官及び交通巡視員試験は受付i

中、郵送8月31日㈹、持参g　i

　　　　　　　　　　　　書

（伊奈町小針内宿1600）

費048－728－7111（内線544）

行政相　談

1■場
：

i■内　容
：　行政への不満など

：■問合せ
：

　総務課　内線227

■日　　時
　8月28日（火）

　午前9時30分～正午まで

　　　所
勤労福祉センター第2研修室1

心配ごと相談
■日　　時

熊谷公共職業安定所

台22－5656

夏休み期間中にフィルム

映写機の貸出し

1■貸出し期間

　　3日間程度
1■フィルムの種類

　一般教養、社会教育、家庭教1
　育、児童劇、童話
’■貸出対象

　　自治会、子供会、老人会、婦1

　　人会、幼稚園、学校P　TAな

　　どの団体

1■申込み・問合せ
　大里広域市町村圏組合

　視聴覚センター（熊谷市役所，

　内）　費23－1638
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